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糸魚川駐在 

～漁業出前講座・体験研修を開催しました～ 

 

 28日から、本県の漁業に興味を持つ人を対象とした漁業出前講座・体験研修が始ま

りました。出前講座では、講師である漁業士等より、漁業の概要や主要漁法の説明の

ほか、就業に向けての心構えなどのアドバイスがありました。 

 当管内では海洋高校のほか上越高校から２年生と３年生を合わせた９名が出前講

座に参加し、希望の地区、漁業種類に分かれ、上越漁協各支所のほか、新潟や寺泊で

体験研修を行いました。慣れない早朝の出港、暑さと長時間の乗船に、参加者は疲れ

た様子でしたが、これまで興味・関心を持っていた漁業を実際に体験する喜びを感じ

ているようでした。 

 ２年生については、今後の進路選択のヒントにしてもらいたいですし、３年生につ

いては就業に向けて具体的なマッチングが今後始まっていくことになると思います。

各参加者の希望に沿うよう、サポートを継続し、一人でも多く研修生が県内漁業へ就

職してくれることを期待します。 

 

  

 漁業者の話に聞き入る参加者（漁業出前講座） 暑い中での作業に励む参加者（体験研修） 
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新潟駐在  
 

～ 漁業出前講座・体験研修を実施 ～ 
 

15 日及び 31日、新潟地区における、漁業出前講座・体験研修を実施しました。 

15日に県水産会館で実施した出前講座では、県内の高校生や一般の方７名を対象に、普及員が本

県漁業の概要について説明した後、講師である寺泊漁協所属の青木漁業士とその乗組員が、漁師の

生活や漁業の魅力についての講話を行いました。 

31日は、高校生４人を対象に、新潟漁協新潟支所所属の杉戸漁業士を講師として、ごち網の体験

を行いました。猛暑の中、慣れない船上作業や船酔いで戸惑いも感じたようですが、揚網や選別作

業などに真剣に取り組んでいました。 

研修生は、漁業出前講座・体験研修のいずれも、普段なかなか触れることがない漁師の話や漁労

作業を身近に感じることができ、魚を獲ることの充実感に加え、ありのままの漁業を感じることが

できたことと思います。 

同様の体験研修は、上越漁協や寺泊漁協、聖籠町漁協でも行われ、県内高校７校等の延べ 21名の

研修生が体験または体験を予定しています。 

これらの体験を通じ、漁業が、研修生の卒業後の就職先候補の一つとなることや、人生のいつか

の時点で就業を思い立ってもらうことを期待しています。また、本取組を継続することにより、更

に多くの高校生に、まずは漁業を知り、興味を持ってもらいたいと考えています。 

 

  
漁業出前講座                 ごち網体験 

 

   
船上選別                  陸上選別 
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村上駐在 

 
～岩船港で「貝フェスティバル」が開催～ 

 

７月 30 日（日）に新潟漁協岩船港支所直売所で「貝フェスティバル」が開催されました。 

６月に好評だった「いかフェスティバル」、「ヒラメフェスティバル」に続き、今回のイベント

テーマは「貝」！ 

 天然岩ガキの直売をメインに、貝類の浜焼き、魚のフライも販売されました。午前９時から直

売所内の漁師市場では、天然岩ガキの販売が開始。すぐに行列ができ、訪れた人たちはその場で

殻をむいてもらい、美味しそうに食べていました。また、会場内の漁師食堂では、当日限定の「つ

ぶ貝（バイ）の炊き込みご飯」も用意され、多くの人で賑わっていました。 

今後は秋に「鮭フェスティバル」も予定されますので、その際は是非、岩船港支所直売所にお

立ち寄りください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩つぶ貝（バイ）の炊き込みご飯、生岩ガキ等       岩ガキ販売 殻剥きの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜焼き販売 長蛇の列             サザエ販売 漁師市場内 
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佐渡駐在 

～高千水産教室が開催～ 

 
17 日の「海の日」に、高千漁港にて、高千・外海府地区青少年健全育成協議会の主催により高千

水産教室が開催されました。 
当日は高千小中学校の生徒や学校職員、地域の方々など多くの参加があり、賑やかなイベントと

なりました。佐渡海上保安署の巡視船「ときくさ」の体験乗船や獲れたてのスルメイカを使ったイ

カさばき体験、もやい結びを学べるロープワーク体験などが行われました。また、水産庁舎が担当

する「海の教室」では、魚種・漁法・流通といった内容についてクイズを交えながら説明をしまし

た。参加した生徒たちは、展示されたタコやトビウオ、フグなどに興味津々で、時間を忘れて楽し

んでいる様子でした。 
 当該協議会の活動は、地元の小中学生や地域の方々との交流を通じて、魚食普及や担い手の確保

に繋がる貴重なものです。今後も水産庁舎では当イベントを応援していきたいと思います。 

      巡視船「ときくさ」             イカさばき体験 
 

        海の教室                   魚の紹介 
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佐渡駐在 

～ 素潜りでサザエ獲り体験 ～ 

 
30 日、北小浦漁港にて、佐渡広域水産業再生委員会の主催による標記イベントが開催されました。

同委員会では昨年度「浜の活力再生広域プラン」を策定し、この中に「観光業と連携した佐渡の水

産資源の活用」が組み込まれており、その取組の一環として企画・開催されたものです。 
当日は島内外から 14 名の親子や仲間同士での参加があり、天気にも恵まれ賑やかなイベントと

なりました。北小浦集落の漁場の一部を「サザエ獲り体験エリア」として設定し、事前にサザエを

放流した中での体験でした。水深は浅い所では大人の膝下程度から、深い所では３ｍほどあり、参

加した方々は思い思いにサザエ獲りを楽しんでいました。新潟市内からの親子は「なんとか潜って

10 個も獲りました。夏休みのよい思い出になりそうです。」とたいへん満足していました。 
サザエ獲り体験の後は、近郊で収穫した夏野菜と一緒に炭火焼きで食べてもらいました。浜風の

もとヒグラシのセミしぐれを聴きながらの食事コーナーも非日常を満喫できる雰囲気が十分でし

た。また、北小浦周辺で獲れた水産物や島内で製造した加工品の販売も行われ、参加者は新鮮で格

安な水産物を買い求めていました。 
 主催者はイベントを通じて観光客から佐渡の海を見て触れて味わってもらい、佐渡産水産物の消

費拡大につながることを期待していました。当庁舎としても目標が達成できるよう支援していきた

いと思います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サザエ獲り                 獲ったサザエの炭火焼き 


